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源⽒物語千年紀・源⽒物語千年紀・集計結果を読むのポイント(⾃習・復習⽤参考資料) 
0. genji.csv を Excel に読み込み、Excel 形式でファイル名をつけて保存します。 

(注意) CSV 形式とはデータをカンマ(",")で区切って並べたテキストファイルの１つで、Excel 形式で
保存しわすれると、数式は計算結果のみがテキストで記録され、再計算機能などが利⽤できなくなり
ます。 
① メニューバーの［ファイル（F）］-［開く(O)...］で、ファイルを開くダイアログボック

スを開きます。 
② ダイアログボックス下の「ファイルの種類(T)」を「すべてのファイル(*.*)」に変更し

genji.csv を開きますます。 

 
（参考）CSV ファイル（csv）の場合、Excel と関連付けがなされている場合は、WClick で、⾃動的に
Excel で開きます。テキストファイル（txt）の場合は、上記の⽅法で開きます。 

1. 次のようにしてデータを整形していきます。 
（参考）アンケート調査結果や実験装置などから⽣成されるデータは、添付のソフトがある場合はそれ
を利⽤すれば、簡単に整形することが可能ですが、添付されていない場合は、⼿で整形する必要があり
ます。整形するには、関数を利⽤する、マクロを書くことで効率よく作業できます。今回は、関数がと
てもありがたいものであることを知る前に、⼿で動かして苦労しましょう。 
① 表を整形するために、⽇付を B 列に移動、または、コピーし

ます。以下は、コピーの例。セル「B2」にセル「A2」を参
照させます。この＝A2 という式を、Ctrl＋C でコピーし、す
べての⽇付の横に、Ctrl＋V を利⽤して、貼り付けていきま
す。 

② 列「B」をごっそり選択して、列「E」に形式を選択して、値
のみを貼り付けます。このとき、⽇付がシリアル値に変更されますが、無視します。 

 
（参考）シリアル値とは、エクセル内部で時刻を表現するために使⽤している数値を⾔います。 
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③ 間違ってデータを動かさないよう、項⽬を⼊⼒します。 

 
④ 地道に⼿で、データを動かしていきます。 

 
⑤ 新しいシートを追加し、⾏列を⼊れ替えてコピーします。項⽬名を記号から⾔葉に変更し

ておきます。（⾏列の⼊れ替えを忘れた場合は、「モンブラン」を参照しましょう。） 
⑥ 「値」のみを貼り付けたため、⽇付の欄にシリアル値が表⽰されています。これを、⽇付

に変更するため、セル「A2:A14」を選択し、右 Click で、［セルの書式設定］から、表
⽰形式で「⽇付」-「3 ⽉ 14 ⽇」を選びます。 

 
 
［関数を利⽤してデータを整形する⽅法の参考資料］ 
データの整理例：http://rl-yasuko.chillout.jp/mater/kyozai/data_proces/data/dataseiri.xls 
データ整理（関数利⽤の参考資料）： 
 http://rl-yasuko.chillout.jp/mater/kyozai/data_proces/print/dataseikei_1.pdf 
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⑦ ⼈数のデータだけを取り出し、適当なところにコピーします。（ここからは、新しいシー
トに貼り付けた形で説明しています。） 

⑧ 各⽇の⼊場者達成率を求めます。セル「E2:E14」に⼊場者数合計を求め、適当なセルに
⽬標⼈数(750 ⼈)を⼊⼒しておき、セル「F2」に達成率を求める式を⼊⼒します。セル
「F2」=E2/G1 と⼊⼒し、⽬標⼈数のセルを F4 キーで絶対参照に設定します。 

 
形式を少数点以下 1 桁表⽰にし、セル「F2」の数式をオートフィルでコピーします。 

 
2. 次のように、⼊場者数を達成した⽇を⼿でカウントします。適当なセルに、「⽬標⼊場者数

達成⽇数」と⼊⼒し、隣のセルに、⼿で達成した⽇数（100.0 以上のデータ数）を数えます。 

 
※ このように、「条件：〜以上」のデータの個数など、条件に合うデータの個数を数える場
合、COUNTIF 関数を利⽤します。（COUNT 系関数には、COUNT 関数、COUNTA 関数、
COUNTBLANK 関数、COUNTIF 関数が、分類「統計」にあります。詳しくは関数レッスンで
チェックしましょう。） 
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次の説明は、COUNTIF 関数の利⽤⽅法です。基本的で、かつ、利⽤度の⾼い関数なので、
ここで利⽤⽅法をある程度マスターしておくと良いでしょう。 
① 「⽬標⼊場者数達成⽇数」の隣のセルを Click し、数式バー左の から次のように、

COUNTIF 関数を⼊⼒します。 

 
② 次のように条件を設定します。範囲：「F2:F14」、検索条件の””は、⾃動的に挿⼊され

るため、「>=100」と⼊⼒し OK を Click します。 

 

 
（条件式の⼊⼒に関する注意事項） 
┸ できるだけ半⾓（8bit）⽂字で⼊⼒する。修正機能で修正されますが、修正されないことも

あり、16bit、⽂字で演算⼦が⼊⼒されるとエラーになります。 
┸ 「=」は、⼤なり⼩なり演算しの必ず右側に書きます。反対に書くと結果がエラーになります。

また、COUNTIF 関数の条件式は、演算⼦の右に数値を書きます。左に書くと出⼒されるデー
タにエラーが⽣じます。 

演算⼦記号 意味 
>=100 100 以上 
>100 100 より⼤きい 

<=100 100 以下 
<100 100 より⼩さい（未満） 

③ 上の表⽰形式「⼩数点以下 1 桁」が勝⼿に書式コピーされ、「7.0」と計算結果が表⽰さ
れる場合があります。この場合は、「セルの書式設定」または、表⽰形式を桁下げボタン

で、⼩数点以下を無しに設定し直します。 
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3. 全会期で⼊場者数を達成した⽇数の割合を算出します。 
① 「会期⽇数」および「達成⽇の占める割合（％）」を次のように⼊⼒し、会期⽇数を、毎

⽇の⼊場者数合計データを元にCOUNTA関数または、COUNT関数で、カウントします。 
セル「F16」 =COUNTA(E2:E14) 
※ ⼩数点以下が表⽰された場合、⽬標⼊場者数達成
⽇数の「７」のセルを選択して、書式をコピーするボ
タン を Click し、次に、会期⽇数の「13」を Click
すると、⼩数点以下を⾮表⽰に設定することができま
す。 

② 達成⽇の占める割合を計算し、表⽰形式を⼩数点以下 1 桁に設定します。 
セル「F17」＝F15/F16*100 

 
（参考）⼀度に達成⽇の占める割合を求めたい場合は、次のようにします。ポイントは、まず、関数を
呼び出してから、その関数の式を数式に付け⾜して式を完成する⽅法が、処理しやすいという点です。 

① COUNTA 関数を呼び出し、毎⽇の⼊場者数合計データを「値 1」に設定します。 
② 数式バーで、式を編集します。 

=COUNTA(F2:F14)の「=」と「COUNTA」の間に、セル番地「F15」と「/」、右端に、*100
と以下のように⼊⼒し、COUNTA 関数のダイアログボックスの OK を Click します。 
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4. レポートに近づけることを念頭に置き、次のように表の体裁を整え、「会期総合計」「⽬標
収⼊⾦額」「⽬標達成率」を⼊⼒し、各⼊場者属性別収⼊⾦額、各⽇の収⼊⾦額合計、およ
び、会期収⼊の総収⼊とその達成率を求めます。 

 
（参考）上記の解答例の、⽬標達成⼈数(750)
や、⼊場料(200)と表⽰させる場合、(750)と⼊
⼒すると、-750 と表⽰されますので、セルの書
式設定で、「ユーザー定義」を選び、半⾓「”」
ではさんだ丸括弧で、0 をはさみます。 

5. 抜けている⽇（5 ⽉ 25 ⽇、6 ⽉ 1 ⽇）を
追加し、期間中の⼊場者数推移、および、
収⼊⾦額推移を折れ線グラフに作成しま
す。 

（参考）休館⽇を追加せずグラフを作成した場合、休館⽇を挟む点と点の間が離れます。折れ線グラフ
作成の多くの場合、等間隔(休館⽇などを挟む)でない場合は、線をつながないため、休館⽇を挿⼊して
おきます。 

ただし、折れ線グラフで全体の⼤まかな動き（全体が右上がりなのか、右下がりなのか、など）を⾒
たい場合は、つなげることもあります。 
（参考）表の項⽬「⽇付」「⼤⼈」「⼦ども」「⾼齢者」の部分をセル結合した場合、グラフ作成がう
まくいかないことがあります。データを整形したあと、グラフを作成する必要がある場合、表の体裁を
整えるのは、グラフを作成した後に設定しましょう。 

┸ 複数の系列がある⼊場者推移のグラフを、モノクロ印刷にする場合は、線の種類や要
素の形を⼯夫します。 
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┸ ⽇付が多すぎると⾒えにくくなるので、⽇付の上で右クリック、軸の書式設定で、2

⽇間隔に設定します。 

 
┸ ⾦額のグラフは、左の⽬盛り値が⻑くなりすぎるので、単位を千円に変更、合計⾦額

を 1,000 で割った値を求め、グラフを作成します。 
（参考）レポートの体裁を整える場合は、データを削除、列を⾮表⽰にするとグラフも消えるので、
次のように設定します。1,000 で割ったデータの範囲セル「L3：L23」を選択→右 Click→セルの
書式設定（F）...→ユーザー定義で、種類(T)；の下枠のデータを削除し、半⾓セミコロン「；」
を 3 つ⼊⼒します。早々とこの設定をすると、何がなんだかわからなくなってしまうので、最終
的にレポート形式にする場合に設定しましょう。 
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6. 集計した結果に、単位を明記し表の体裁を整え、もともとのデータにあった、イベントや、

天候などと照らし合わせて、データの増減の背景にありそうなものを想像し、簡単に次期企
画案をたてて、2 ⾏程度で記述してみましょう。 
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解答例：http://rl-yasuko.chillout.jp/mater/kyozai/data_proces/data/genji.xls 

 


